
別紙様式２ 

平成３０年度 学校版環境ＩＳＯへの取組 概要報告 

 

管内 市町村 学校名 

八代 氷川町 氷川町立宮原小学校 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 
※児童集会の様子 

＜児童＞  

○電気のむだづかいをやめます。 

○水を大切に使います。 
○食べ残しを減らします。 
○落とし物をなくします。 

○アルミ缶集めを行います。 

＜職員＞  

○自然に親しむ子どもを育てます。 

○ゴミを減らします。 

○省エネルギーに努めます。 

行動 

 

 

 

・児童集会の中で、学校版環境 ISO の取り組みについて知らせ、

節電・節水・食べ残し０、落とし物０、アルミ缶回収の目標を宣

言した。そして、教室移動時の照明の消し忘れが無いよう確認を

すること、歯磨き時のうがいをコップ１杯の水で行うこと、落と

し物をなくすために記名をすることなどを呼びかけた。 

・環境・美化委員会の取り組みで、アルミ缶回収を行った。リサイ

クル活動に参加しようという意識を高めることができた。 

・本校では、トイレの便器清掃と、プール掃除に EM 菌を使って

いる。この EM 菌は、校区内にある「町つくり酒屋」で作られ

ており、ご好意により毎月無料で提供いただき活用した。「町つ

くり酒屋」の取組は、生活科と関連して２年生が話を聞いた。 

・保健委員会では、毎月１５日を「ノーテレビ・ノーゲームデー」

とし近隣中学校やＰＴＡと協力して一斉に取り組んでいる。自分

が選んだコースに取り組み、テレビやゲームの時間を減らし、家

族と会話の時間を増やすよう取り組んだ。 

・給食委員会では、残食をなくすためのポスターの作成や、牛乳パ

ックをリサイクルするためのお知らせや分別チェックを行い、食

への興味や食物を大事にする意識を高めた。 

・自然に親しむ子どもを育てるために、①森林や河川について学ば

せる ②学校行事・教科等の中で親しませる ③農業等に関する

体験活動を行う等の取組を行った。 

 

 



別紙様式２ 

 

・高学年児童は、朝の時間を利用して、校内の草取りや清掃活動な

どをボランティア活動として行ってきた。児童が自ら環境を意識

して活動する心が育つ活動となった。 

・地域の方の田んぼを借り「米づくり」に取り組み、稲の観察や、

鎌を使っての稲刈り体験を行った。収穫した米は、給食や調理実

習で活用した。 

・印刷室に紙の再利用を促す裏紙コーナーを設置したり、ゴミの分

別収集コーナーを設置したりした。 

・省エネルギー対策として、使っていない部屋の消灯やエアコンの

設定温度を変えるなど、節電に努めた。 

記録 

 

・取組の成果がわかるように、電気使用量と水道使用量をグラフ化

して校内に掲示した。見える化したことにより、使っていない教

室の電気を確実に消灯することや歯磨きはコップを使用するへ

の意識化を図ることができた。 

・宣言項目について、子どもたちが振り返りを行った。結果を子ど

もたちに知らせるとともに、学校のホームページにも載せ、保護

者へ取組の内容を知らせた。 

見直し 

 

・紙類の資源ゴミと燃えるゴミの分別を子どもにも意識をさせる必

要がある。 

・校内放送で環境・美化委員会が宣言項目を定期的に伝えることで、

意識が高まった。 

・職員の節電意識を高めるため、夏の冷房は、温度計を見て、 

みんなで確認しながら使用するようにした。 

 

２ 成果と課題 

成 果 課 題 

・節水・節電の意識が児童・職員に浸透してきており、

学年に応じた取組が継続的にできた。 

・各委員会でできるエコ活動啓発に取り組んだことで、

１年を通し、学校全体として取り組むことができた。 

・アルミ缶の回収活動により、家庭でもリサイクルの意

識が高まった。 

・紙の両面印刷や裏紙活用が職員に定着し、紙資源の節

約に繋がった。 

・紙類を減らすために、名刺サイズより大きいものを集

めるなど、具体的な対策を考える必要がある。 

・昨年度の反省から「落し物をなくす」を宣言項目に入

れた。昨年度より落とし物が減ったが、まだ記名して

いない物が多い。これからも継続し、児童の意識向上

を図る必要がある。 

・職員の一人一人が環境問題により理解を深め、自分が

省資源と省エネルギーに取り組んでいくのだという

意識を高める必要がある。 

 


